
自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

と
ん
ど
さ
ん
願
い
こ
め
火
柱
高
く
ま
う 

　
　

  

　

   

宝
　谷
　長
尾
　智
惠

わ
だ
か
ま
り
す
っ
き
り
柔
ら
か
な
春
の
雪
か
く

　

 

　

 

生
　山
　渡
邊
　圭
子

鬼
を
払
わ
ず
仲
良
く
食
べ
た
節
分
の
福
豆

　
　
　

  

茶
　屋
　木
山
　操
子

社
会
人
だ
よ
と
孫
達
か
ら
の
お
年
玉

　
　
　
　
　 神
戸
上
　柴
田
　篤
子

水
音
の
リ
ズ
ム
で
眠
り
に
つ
く
冷
え
込
ん
だ
夜

　 茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

雪
だ
る
ま
と
並
ん
だ
着
膨
れ
八
〇
歳

　
　
　
　
　

 

茶
　屋
　木
山
　輝
子

早
朝
零
下
の
雪
道
こ
ろ
ぶ
な
よ
と
云
う
送
り
声

　
  

茶
　屋
　岸
本
　治
枝

逃
げ
て
行
く
二
月
を
引
き
止
め
て
お
き
た
い
寛
ぎ
の
日
々

　 

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

帽
子
ま
深
に
ほ
っ
と
一
息
雪
の
反
射
が
眩
し

　
　

  

茶
　屋
　小
林
　道
子

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
の

　急
坂
そ
ろ
り

　雨
水
か
な

　

  

萩
　原
　岡
本
　健
三

勝
手
口

　冬
菜
び
っ
し
り

　置
か
れ
け
り

　
　
　

  

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

雪
解
や

　畦
よ
り
現
る

　田
の
形

　
　
　
　
　
　

  

宮
　内
　田
邊
登
志
美

櫛
の
歯
の

　巻
き
て
絡
み
し

　木
の
葉
髪

　
　
　

  

宮
　内
　舩
越
　裕
子

風
温
み

　ろ
う
梅
の
香
や

　歩
の
軽
し

　
　
　
　

  

矢
　戸
　和
田
　淑
子

恵
方
巻

　北
北
西
に

　一
礼
す

　
　
　
　
　
　
　

  

神
戸
上
　笹
間
　玲
子

高
い
山

　日
が
お
で
消
え
る

　春
の
雪

　
　
　
　

  

萩
　原
　金
谷
　松
代

園
木
も

　形
を
か
え
る

　豪
雪
地

　
　
　
　
　
　

  

　霞
　
　渡
邊
　文
照

旅
立
つ
日

　ふ
る
さ
と
は
ま
だ

　雪
の
中

　
　
　

  

下
石
見
　矢
田
貝
　元

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

孫
送
る
入
学
の
朝
手
を
振
り
て

　
　
　
　し
ば
し
の
別
れ
涙
こ
ぼ
れ
り

遠
く
よ
り
雉
子
の
鳴
き
声

　
　澄
み
亘
る
朝
も
や
の
中
心
に
響
く

下
石
見
　浅
川
　三
郎

ひ
た
ひ
た
と
忍
び
窺
う
オ
ミ
ク
ロ
ン

　
　
　
　
　六
波
感
染
明
日
は
吾
か
も

さ
あ
行
こ
う
姿
勢
正
し
て
つ
ま
先
上
げ
て

　
　体
力
増
進
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

上
石
見
　福
田
　輝
之

雪
ま
と
い
疎
遠
を
詫
び
る
友
の
筆

　
　
　
　賀
状
に
込
め
る
彼
我
の
幸
せ

ほ
ろ
苦
き
よ
ぎ
る
思
い
に
終
活
は

　
　
　
　整
理
し
か
ね
て
時
を
忘
れ
る

湯
　河
　山
田
　司
郎

荘
厳
な
千
年
杉
の
永
平
寺

　
　
　
　幸
多
か
れ
と
遥
か
な
る
旅

村
づ
く
り
会
員
と
て
三
十
八
名

　
　
　
　伊
勢
参
拝
で
記
念
日
祝
う

阿
毘
縁
　木
村
　民
子

孫
た
ち
に
時
差
七
時
間
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　
　こ
こ
が
キ
エ
フ
と
地
球
儀
ま
わ
し

役
場
よ
り「
た
っ
た
も
カ
ー
ド
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　カ
ー
ド
で
買
え
ぬ
宝
が
ほ
し
い

神
戸
上
　久
代
　安
敏
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る
手
話
。

鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、
手
話
を
見
か

け
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク

ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的
な
手
話

の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手
話
に
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
、
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　３
日
（
日
）
・
17
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

４
月
の
日
程

「
花
見
」

「
き
れ
い
」

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

守　家　　　勤　　 90歳　　　 萩　原

佐　藤　嘉富美　　 87歳　　　 　霞

三　森　　　一　　 68歳　　　 三　栄

伊　田　定　枝　　 99歳　　　 神　福

吉　原　利　文　　 91歳　　　 新　屋

丸　山　洋　文　　 90歳　　　 三　吉

福　田　　　登　　 92歳　　　 生　山

宮　本　智得子　　 94歳　　　 上萩山

（令和４年２月16日～令和４年３月15日受付分）

令和４年２月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,931 （−  3）  ■人 口  4,222 （ − 10）
■    男 2,010 （−  4）  ■　  女  2,212 （ −  6）

目のところから
前へ出す

すぼめた両手の手首を
つけつぼみのようにあ
わせて回しながら花の
ように広げる

左手のひらの
上に右手の平
をのせ右にす
べらせる

き
じ

②

親指と人差し指で
輪を作り前に出す

①


